


















平成 28年度並木コミュニティハウス自己評価表 

 

目標設定

の 視 点 
計画内容及び運営目標 

計画内容及び運営目標 

に対する実績 

今後の取組 

（改善計画） 

自己

評価 

利用者 

サービス 

事業計画書    

公の施設としての管理 

・公平性、透明性を徹底した利用ルールの策定 

・施設利用案内、自主事業案内等の情報提供の公平性 

・接遇、人権などの研修の徹底による接遇の公平性 

・各室利用についてのルール等は

利用者が確認しやすいように

利用申込用紙に記載しました。 

・利用要綱、パンフレットはロビ

ーに常備し、新規利用に素早く

対応できるよう整備しました。 

・施設案内、自主事業案内、情報

紙等はリニューアルしたホー

ムページを活用して幅広く提

供しました。 

・研修について、職場における実

務研修、区役所主催の人権研修

にも参加し人権問題への理解

を深めてまいりました。 

・各室利用についてのルールは申込用紙だけでなく、利用

要綱、パンフレットと同様に常時閲覧できるよう整備し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

・各研修については理解を深めるために、有効に機能する

職場研修となるよう内容についての見直しをしてまいり

ます。 

 

Ｂ 

 

利用者ニーズの把握と運営への反映 

・利用者満足度アンケート（施設、利用時間帯、自主事業、職 

員応対、快適さなど） 

・自主事業実施、参加者アンケート、事業報告からニーズを把握 

・ホームページのアクセス数、直帰率から潜在的ニーズの分析 

・利用者懇談会、コミハ委員会の平成 28年度 1回以上開催 

・利用者アンケートを 10 月に実

施した結果、非常に満足とやや

満足を合わせ 利用者満足度 

85%の高評価をいただきまし

た。（市調査より 9.4 ポイントアップ） 

 他の質問項目についての結果 

 

 施設満足度    89% 

利用時間帯満足度 82% 

 自主事業満足度    79% 

  

・利用者アンケートの実施については、記述意見が多く引

き出せる工夫をし、より具体的な意見の把握と改善に活

かせるよう努めてまいります。 

Ａ 

目標設定・自己評価合体版 

あ い う 

え 

第 29 条第１項・第２項 

第 38 条第１項・第４項 

第 29 条第２項 

第 38 条第４項 

第 38 条第１項 



・自主事業参加者アンケート 

 実施（15事業）、事業報告から 

要望、満足度を把握しました。 

・協会内全施設のホームページの 

分析から、当施設はアクセス 

数、直帰率は平均値ですが、滞 

在時間は平均値より 42%超えの

3分 12秒となっています。 

・コミハ委員会 6月 25日（土） 

 利用者懇談会 11月 19日（土） 

利用者サービス向上の取組 

・サービス向上の基本である接遇の利用者満足度向上を目指し、OJT

研修による人材育成 

・図書貸出は週 2日と限定されているため、新着本のみロビーに置

き常時貸出可能（貸出冊数前年度比＋10％） 

・自販機飲料は利用者の要望を取入れ、品揃えを良くし、さらに低

価格で提供 

・応対については職場における実

務研修を基本に実施し、特に新

規採用者に対しては施設のあ

り方、サービスの提供について

細かな指導を加えてきました。 

・図書貸出おいて新着本のみロビ

ー設置を試みましたが前年度

比＋0.33%に留まりました。 

・自販機飲料は品揃えを良くした 

結果、前年度比＋30%となりま

した。 

・業務における応対等の理解については、引き続き指導の

徹底を図ってまいります。 

 

 

 

・ロビー設置の図書の冊数及び選定に改善を図り、利用者

サービスの向上に努めてまいります。 

 

・自販機飲料の品揃えについては、引き続き改善を加えサ

ービス向上を目指します。 

Ｂ 

【数値目標】 

利用者満足度：H19横浜市調査 75.6％を 5ポイントアップ 

利用者アンケート 10月実施 

 利用者満足度 85% 

（市調査より 9.4ポイントアップ） 

・利用者ニーズの把握に努め、引き続き高評価の利用者満

足を目指します。 Ａ 

業務運営 

事業計画書    

緊急時の体制と対応計画 

・災害発生時に「横浜市防災計画」に位置づけられた場合には、横

浜市との間で「災害時等における施設利用の協力に関する協定」

を締結し適切に対応 

 

・災害発生時には横浜市との間で

「災害時等における施設利用

の協力に関する協定」を締結し

適切に対応することの再確認

をしました。 

 

Ｂ 



・消防関係法規その他の法令を遵守し、防災計画の策定、年 2回 

併設の病院事業者との合同防災訓練の実施 

・病院事業者との合同防災訓練 

 ①5月 26日（木）13時半～ 

 ②9月 29日（木）13時半～ 

設置理念を実現する運営内容 

・地域交流、健康づくりなどを目的に、地域住民の自主的な活動の

きっかけづくりとして、幅広い自主事業計画 

・地域公共施設と共催事業／イベント、金沢区街の先生、地域住民

／講師協力、地域施設への出前講座、併設の病院事業者、地域ス

ポーツクラブ、地元連合自治会など／連携・協力 

・ヨガ、ダンス、美術、手工芸、

音楽、語学、パソコン等幅広い

自主事業を実施しました。 

・講師については、56%が近隣地

域から 37%が区内、7%が市外の

方に依頼しました。 

 

Ｂ 

利用促進策 

・地域施設との連携により出前講座など新規利用者の開拓 

・新規登録団体数約 40団体（前年度比＋15％） 

・ホームページの全面改訂により積極的な広報の充実 

・託児付き事業、夜間開催事業により様々な方の参加の実現 

・出前講座はパソコン、運動系の 

5事業実施し新規利用者の開拓

に努めてまいりました。 

・新規団体登録数 21 団体は、前

年比+7%に留まっています。 

・リニューアルしたホームページ

では最新で分りやすい情報提

供に努めてまいりました。 

・「託児付き健康フラダンス教室」 

乳幼児 5名を受入れました。 

・出前講座の内容に検討を加え、新規利用者の開拓と地域

活性化に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

・託児付き事業は、地域の保育ボランティアの協力を得な

がら引き続き実施していきます。 

Ｂ 

本市重要施策に対する取組 

・シニアが活躍するまち 

自主的に健康づくりや介護予防に取り組む人材育成を推進 

「元気づくりステーション事業」の支援（健康マージャン） 

・地域における子育て支援の場や機会の充実 

 子育て中の親子が気軽に利用できる居場所の充実 

「赤ちゃんとお母さんのふれあいひろば」開催における支援（金

沢シーサイドタウン地区社協） 

「室内で楽しむさわやかスポーツ」は未就学児から参加（地域ス

ポーツクラブとの連携） 

 

・「元気づくりステーション事業」

の優先的利用を支援しました。 

・子育て支援の場の提供 

「赤ちゃんとお母さんのふれ

あいひろば」（主催：金沢シー

サイドタウン地区社協） 

地域スポーツクラブとの連携

により未就学児から参加でき

る「室内で楽しむさわやかスポ

ーツ」を実施しました。 

 

・「元気づくりステーション事業」への支援については引き

続き協力をしていきます。 

・子育て支援の場の提供として「赤ちゃんとお母さんのふ

れあいひろば」に引き続き協力をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

 



・読書活動推進事業（横浜市民の読書活動の推進に関する条例） 

夏休み「子ども作文教室」は子どもの発達段階に応じた読書活動

の推進 

・大学と連携した地域社会づくり 

 横浜市立大学の地域コミュニティ活動拠点「UDCN 並木ラボ」と

連携事業の開催「並木コミハ出前講座」 

・スポーツで育む地域と暮らし 

地域スポーツクラブと連携、身近な地域で多世代の人たちがスポ

ーツに親しむことのできる活動を支援 

 「いきいき健康体操」／「室内で楽しむさわやかスポーツ」 

・市民の文化芸術活動の支援を充実 

 地域コミュニティの活性化と、心豊かな地域社会の創造をもたら

す文化芸術活動の支援「作品展示会」／並木コミハ出前講座（パ

ソコン講座、古典舞踊など） 

・事業者によるごみの減量化と分別徹底 

 ヨコハマ 3R 夢プランに基づき、ごみと資源の総量を削減すると

共に徹底した廃棄物の分別・資源化を推進します。 

・「横浜市中小企業振興基本条例」を踏まえた市内中小企業への優

先発注 

・読書活動推進事業では 11 月に

未就学児と保護者対象の「おは

なし会」と 1月実施の金沢区に

まつわる民話も盛込んだ「朗読

への誘い」を開催しました。 

・横浜市立大学の活動拠点「UDCN

並木ラボ」での出前講座（パソ

コン、運動系）を実施しました。 

・地域スポーツクラブと連携で申

込不要の「いきいき健康体操」

「室内で楽しむさわやかスポ

ーツ」を実施しました。 

・文化芸術活動の支援として「作

品展示会」を開催しました。 

・消耗品購入については 100%市内

中小企業に発注しました。 

・読書活動推進事業として「初めての俳句教室」「朗読の会」

を計画しており、当施設図書コーナーの改善も併せ推進

を目指します。 

 

 

前項目 利用促進策に記載 

 

 

・申込不要の事業は引き続き実施し利用し易い施設を目指

します。 

 

・「作品展示会」は引き続き実施し、地域の方々の文化芸術

活動の場の提供として支援をしていきます。 

・消耗品購入については今後も 100%市内中小企業に発注し

てまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

 

自主事業計画 

・稼働率の低い夜間の時間帯を活用し利用率の向上を図る 

・子育て世代への応援として、託児付き事業の開催 

・横浜市立大学の地域コミュニティ活動拠点「並木ラボ」との連携

により「並木コミハ出前講座」の開催 

生涯学習支援講座（シニア層や団塊の世代を取り込み要望の 

多い講座）／子ども講座（夏休みを利用して様々な物を作り 

創造力と達成感を身につける）／健康講座（身体を鍛え、健 

康でいきいきと伸びやかな心の育成を目指す） 

・18時から始まる「夕方の身体ほ

ぐしストレッチ」実施により利

用率低い夜間時間帯を活用し

ました。 

・「託児付き健康フラダンス教室」

乳幼児 5名の受入をしました。 

 ほかに、夏休みの「おもしろ工

作」「夏休み読書感想文、作文

教室」を実施しました。 

・夜間時間帯利用の事業、託児付き事業については引き続

き実施してまいります。 

 

 

 

 

・夏休み時期の子供対象事業については、引き続き実施し

てまいります。 

 

Ｂ 

 【数値目標】自主事業収入：前年度比 3％増 前年度比 18%増  Ａ 

 【数値目標】年間利用者数：前年比 2％増 前年度比 8%増  Ａ 



職員育成 

事業計画書    

管理運営に必要な組織・人員体制 

・館長 1名、コミュニティスタッフ 8名の常時 2名以上の体制 

・個人情報保護等の体制と研修計画 

 個人情報を「漏らさない」「持ち出さない」体制の強化 

 新人研修（新規採用時に 1回）／人権研修（年 1回）／接遇研修

（年 1回）／個人情報研修（年 1回）／救命救急研修（年 1回）

／消防訓練(年 2回) 

・OJT研修により業務のスキルアップを目指し効果的に活用 

・常時 2名以上職員で業務にあた

りました。 

・6 月ミーティング時に個人情報

の取扱いについて研修を実施 

 ほか、新人研修は本部協会の全

体研修及び施設における実務

研修、人権研修は年 3回のミー

ティング時に事例を参考に実

施、接遇については職場研修を

基本に実施しました。 

 救命救急研修（AED）2月 13日、 

病院との合同防災訓練を実施 

 ①5月 26日（木）13時半～ 

②9月 29日（木）13時半～ 

・管理運営に必要な人員の確保と外部研修及び職場におけ

る実務研修を実施し、スキルアップを目指し施設に相応

しい人材を育成していきます。 

Ｂ 

【数値目標】苦情件数：年間 10件以下 苦情件数：3件  Ａ 

 事業計画書    

財務 

収入計画の考え方 

・地域の潜在的ニーズ、利用者の要望を踏まえた自主事業を積極 

的に実施（前年度比+10％） 

・自主事業の実施にあたっては事業採算性がとれることが原則 

・施設の PR 活動、質の高い応対マナーにより新規施設利用者獲得

よる雑収入の増加 

・自販機の飲料は要望の高い品揃えにより利用増を図り、販売手数

料の増収（前年度比+10％） 

・幅広い自主事業の実施により前

年度比 18%増となりました。 

・雑収入の内、自販機飲料は品揃

えの工夫もあり前年度比 30％

増となるもコピー代収入が前

年度比 36%減であったため雑収

入全体では前年度比 5.2%程の

減収となりました。 

・地域、利用者ニーズの要望に応えた自主事業を積極的に

実施していきます。 

Ｃ 

支出計画 

・消耗品等の購入は適正な在庫管理により無駄な出費を抑制 

・設備保守、清掃業務等はスケールメリットを活かした効果的運営 

・設備、備品等の適正使用と予防措置による無駄な出費を抑制 

・節水、節電の意識を徹底 

・消耗品購入にあたっては必要な

時に必要な分量を購入してき

ました。 

・清掃業務、機械警備については

スケールメリット、複数年契約

・消耗品購入については当座買いにより無駄な出費を抑制 

していきます。 

 

 

Ｂ 



で経費節減を実現しました。 

・水回り、建具などの不具合は早

めの段階で対処しました。 

 【数値目標】維持管理費を」前年度比±０ 前年度比-0.9%  Ｃ 

その他 

（上記４
つの視点
以外の項
目があれ
ば追記） 

・目標設定の視点に基づく目標を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用者等

の意見 

利用者等の意見の把握方法 

・常設のご意見箱、利用者アンケート、コミハ委員会、利用者懇 

談会など多様な機会により利用者の意見を把握 

 

意見、要望に対する対応 

意見：コミュニティハウスの利用でトランプ、麻雀はどうなのか。 
対応：施設の設置目的にあった内容で、自主的活動と相互交流のさまざまな活動にご利用いた

だけます。（レクリエーション活動） 
要望：座っての茶道が困難になって、立礼ができるように和室用のテーブル、椅子を用意して

いただきたい。 
対応：協会本部とも調整をし、優先順位をつけながら可能な範囲で対応していきます。 
意見：利用時間帯（1 ｺﾏ）4 時間から 3 時間に短縮しコマ数を増やす可能性を検討してほしい 
対応：本部協会とも検討中です。 

 

≪自己評価≫ 
Ａ：計画、目標を上回って実施 
Ｂ：計画、目標を保持して実施 
Ｃ：計画、目標を下回って実施 

 
※「利用者等の意見」は、計画内容及び運営目標欄に利用者等から寄せられた意見・要望を、計画内容及び運営目標に対する実績・今後の取組（改善計画）欄に意見等に対する対応を記載 


